
インバウンド観光

観光の中でも近年特に注目を集めているものにインバウンド観光があります。インバウンドとは海外から
自国へ訪問者を呼び込むことを指し、自国から海外へ訪問するアウトバウンドと対の言葉として用いられ
ています。訪日外客数は2013年に1,036万となり初めて1,000万人を超え、2014年には過去最高となる
1,300万人を突破しました（速報ベース）。
訪日外客数が増加している要因としては、①為替相場が大幅に円安となったことで外国人にとって日

本での観光費用が割安となったこと、②近隣のアジア諸国の経済発展によって所得水準が向上し、海
外旅行者が増加したこと、③こうしたアジア諸国に対して政府がビザ発給要件を緩和したことでアジア
からの旅行者が増加したこと、などが挙げられます。
また、訪日外客数の増加は買い物やレジャー支出の拡大などを通じて国内消費の拡大にもつながりま
す。2014年10月には訪日外国人に対する消費税の免税商品の範囲を拡大したことで大都市の百貨店
などを中心に外国人向けの売上高が大幅に増加しており、2014年の訪日外国人の消費額は初めて２
兆円を突破する見込みです（速報ベース）。
政府は2003年にビジット・ジャパン事業を開始し、その後、観光立国推進基本法、観光立国推進基本

計画、観光庁設置などインバウンド観光の取組を推進し、2020年には訪日外国人客数を2,000万人とす
る目標を掲げています。安倍政権が取り組む成長戦略（日本再興戦略）においてもインバウンド観光は重
要な政策分野として挙げられています。
2020年に東京オリンピック・パラリンピックの開催を控え、今後もインバウンド観光への期待が高まるな

か、今後のさらなる海外からの誘客には、①リピーター観光客の取り込みやそれに伴うツアー客から個人
客への受け入れ対応、②訪日外国人を受け入れるためのインフラ整備、③ターゲットとなる国別に合わ
せた対応、などを進める必要があります。　　 　　　　　

三重銀総研 調査部主席研究員　別府 孝文

観　光観　光
観光はわが国の経済活動にとって重要な成長分野であり、政府も観光立国を掲げて様々な観光
振興策に取り組んでいます。観光は関連産業のすそ野が広く経済波及効果が大きいことに加え、
わが国の地域資源を活用することで新たな需要を喚起するなど地域活性化施策としての側面も
持っています。そこで、今回からこのコーナーでは観光に関するキーワードを紹介していきます。　

（資料）日本政府観光局（JNTO）「訪日外客数・出国日本人数」
（注）2014年の数値は11月までの推計値。

図表 訪日外客数・出国日本人数の推移
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ヘルスケア
期待が高まるケトン食療法

　　　　　　　教授　宇城 啓至
三重短期大学 生活科学科

1997年公開の映画「誤診」は、ケトン食療法に
よって製作者・監督ジム・エイブラハムズの子
息がてんかんを克服したという実話に基づい
ています。メリル・ストリープ演じるロリの幼
い息子ロビーがてんかんを発病し、薬では治ま
らず、脳の手術しか治療法がないと告げられま
す。副作用に苦しむ息子を見て治療方針に疑問
を抱いたロリは、図書館の本からケトン食療法
を見つけ、ロビーの担当医に申し出ます。担当
医は有効性が証明されていないと反対します
が、医師免許を持った友人の協力を得て息子に
ケトン食療法を受けさせ、治療に成功します。
映画の終わりには、元患者で同じように完治し
た共演者が紹介されます。映画の原題「... first 
do no harm 何より害をなさぬこと」は、医師
の誓いにある言葉で、治る可能性があるのな
ら、まずは侵襲の少ない治療法を選んで良いの
ではないかとのメッセージが込められている
ようです。 
ジム・エイブラハムズは、子息の名を冠した

The Charlie Foundation チャーリー基金を
設立し、ケトン食療法の普及と研究支援を続け
ています。今日、ケトン食療法は有効性が証明
され、難治性小児てんかんの正式な治療法とし
て認められています。元の古典的ケトン食療法
では、絶食のあと極端な高脂肪低糖質食をとっ
て、ケトン体濃度を高くします。しかし、それ
では低血糖や嘔吐・発育障害など副作用のおそ
れがあるため、今では、制限を緩めた「修正ア
トキンス食」あるいは「低グリセミック指数
食」が開発されています。
ケトン体は、絶食・飢餓でブドウ糖が欠乏し

たとき、脂肪の代謝が中途で滞って生じる３種
類の化合物の総称です。肝臓で作られたケトン
体は血中に出され、代謝障害のない人では、脳
や筋肉に取り込まれて代謝され、エネルギー源
として役立ちます。ところが、糖尿病が進行し
てインスリンが作用しなくなった人では、血中
ケトン体がとんでもなく増えて血液が酸性に
なり、生命が脅かされる事態となります。また、
まれにケトン食をとると具合の悪くなる疾患
があります。したがって、ケトン食療法は医学
的な管理のもとで行われるべきものです。 
ケトン食のてんかん治療効果は、ケトン体の

神経細胞保護作用によるなどといわれていま
すが、はっきりしたことは分かっていません。
しかし、けいれん発作を起こす病気のなかに
は、代謝障害のため、脳内ブドウ糖が不足して
神経症状を呈するものがあります。このような
病気に対しては、エネルギー源のケトン体を脳
に供給することが、代謝障害を補正する治療に
なります。 
健康増進や病気克服のため様々な食養生が

提唱されています。ケトン食もそのひとつで、
てんかん治療のほかに、ガンや認知症・神経難
病の治療への適用が研究されています。海外で
は、脳腫瘍などガン患者への補助的治療が試験
的に行われ、QOL （生活の質）の改善など一定
の効果が認められています。動物実験では、有
効・無効まちまちで、腫瘍の種類によって効果
が異なることが考えられます。さらに研究が進
展し、有効な適応の解明が期待されます。
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